
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 与野南 小学校 ）     学校番号 ０８６                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 笑顔輝く 楽しい学校 ～○み ずから学び ○な かまと学び ○み んなで伸びる～        

目 指 す 学 校 像 
～ 「凡事徹底」 ＋ ３つのＣ(Ｃhallenge・Ｃhance・Ｃhange) ＝ 楽校 ～ 
〇学ぶ喜びのある学校  〇学び合い高めあう学校 〇つながりを大切にする学校 

       

          

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現 
２ 共感的人間関係を育む学級経営、豊かな心を育てる教育の推進 
３ コミュニティ・スクールによる連携・協働 
４ 安心・安全な教育環境の整備 
５ 教育実践の「質」にこだわる教師の育成と協働共励の組織づくり 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

○市学習状況調査の「知識・技能」「思考・判

断・表現」において、どの学年も市平均を上回

る又は同等の結果となっており、概ね良好な結

果である。 

○学習内容の理解度や興味・関心に応じて、コン

ピュータを活用した学習に意欲的に取り組む児

童が多い。 

●どの学級にも、集団での学習に困難さを抱えて

いる児童や、学びに向かう力に課題のある児童

が見られる。 

●学習とは関係のない検索をするなど、タブレッ

ト端末の不適切な使い方をする児童が見られ

る。 

・主体的・対話

的で深い学び

に向けた授業

改善 

①自分で、学習形態・学びのツールなど

学び方を選択できる個別最適化され

た学習を行う。 

②友達と考えを共有したり、共同で作

成・編集したりすることができる協

働的な学びを行う。 

③ＩＣＴを効果的に活用し、課題解決し

たことや自分の考えをまとめる活動

を行う。 

④授業の最後に、自らの学びを振り返る

時間を設定する。 

⑤タブレット端末の責任ある活用に向け

た情報モラル教育を実施する。 

①②③学校評価教員アンケートＡ評価の

割合が「個別最適な学びや協働的な学

びを意識した授業」50％以上「ＩＣＴ

機器の活用を意識した授業」40％以上 

①②③学校評価児童・保護者アンケート

の肯定的な回答の割合が「分かりやす

く教えてくれる」「分かりやすいよう

工夫して指導」共に 90％以上 

④学習カードやノートに自分の学びを振

り返り、次の学びにつなげている。 

⑤情報モラル教育を各学級で１回以上実

施 

 

 

 

  

2 

○児童の主体性を生かしたあいさつ運動が活発に

行われている。 

○上級生が下級生を気にかけたりするなど、学年

を超えて仲よくできる児童が多い。 

○一人ひとりの教育上の問題に対する支援や児童

間のトラブルへの対応について、学校全体で組

織的に行っている。 

●学校自己評価に係る児童アンケートにおいて、

「悩みや困ったことが起きた時、誰かに相談で

きる」の否定的な回答の割合が、他の項目と比

べ高い。 

●コミュニケーションスキル不足によるトラブル

が起こることがある。 

・豊かな心の教

育の推進 

①代表委員会を中心とした「あいさつ運

動」では、全児童が楽しく参加でき

る工夫を行う。 

②異学年集団による交流活動「ハッピー

タイム」では、６年生を中心に企画

運営を行い、自主性、協働力、思い

やりの心を育む。 

①②学校評価児童・保護者アンケートの

肯定的な回答の割合が「あいさつ」

「友達と仲よく生活」共に 90％以上 

①②昨年度の内容に工夫を加えた「あい

さつ運動」「ハッピータイム」を毎月

実施 

   

  
・生徒指導、教

育相談に関す

る取組 

①教師の言葉の力を磨き、児童との対話

を大切にしたコーチングの手法によ

る学級経営・教育実践を行う。 

②児童の状況を細やかに把握・分析し、

専門家や外部機関と連携して組織的

に適切な支援・相談を行う。 

①学校評価児童・保護者アンケートの肯

定的な回答の割合が「よさを見つけ認

め伸ばす指導」90％以上 

②学校評価児童・保護者・教員アンケー

トの肯定的な回答の割合が「教育相

談」90％以上 

   

3 

○学校自己評価に係る保護者アンケートにおい

て、「学校運営に関して、学校、家庭、地域が

連携・協働し、子どもの成長を支えている」の

肯定的な回答の割合が 98％である。 

○学校行事の手伝い、登下校の見守りなど、ＰＴ

Ａを中心に保護者の学校に対する協力体制が整

っている。地域住民も協力的である。 

●昨年度、学校運営協議会の熟議において、コミ

ュニケーション力の課題を深く掘り下げて共有

することができたが、対話力の向上に向けた具

体的な取組には至っていない。 

・学校の教育活

動の情報発信 

①学校だよりや懇談会等を活用し、学校

が育てたい力「自主性、やりぬく力、

協働力、思いやり」をテーマに、家

庭、地域への啓発を行う。 

②学校ホームページを活用し、学校の教

育活動を情報発信する。 

①学校だよりの巻頭言において「自主

性、やりぬく力、協働力、思いやり」

をテーマに広報活動を毎月実施 

②学校ホームページにおいて、学校の教

育活動の情報発信を、各学期１回以上

実施 

   

  
・学校運営協議

会やSSN、関係

機関との連携 

①学校、家庭、地域が協働した「あいさ

つ運動」を実施する。 

②子どもたちの対話力の向上に係る取組

を展開する。 

①３者が協働のあいさつ運動を毎月実施 

②子どもたちの対話力の向上に係る取組

を今年度中に実施 

①②学校評価保護者・教職員アンケート

の肯定的な回答の割合が「学校・保護

者・地域が連携・協働」90％以上 

   

4 

○施設設備の定期的な点検や日常的な目視点検の

実施により、不具合を早期発見し、必要な修

理・修繕を速やかに実施できている。 

○限られた予算を計画的、有効的、効果的に執行

し、教育環境の整備ができている。 

●故障したタブレットの故障対応など、児童のタ

ブレット端末の管理体制に課題が見られる。 

・安心安全な教

育環境の整備 

①安全点検表のデジタル化を構築し、点

検のマンネリ化の防止、点検者の意識

向上と、集約と対応の迅速化を図る。 

②校内予算委員会を開催し、組織的運用

と施設設備維持の視点で重点的に予算

化する。 

③タブレット端末の台帳管理の徹底と故

障対応のマニュアルの見直しを行い、

管理体制を再構築する。 

①安全点検のデジタル化を 1 学期末まで

に構築する。不具合箇所への対応策を

点検実施日から 1 週間以内にまとめ、

迅速に対応できる。 

②１２月末時点で、予算の執行率を60％

以上、修繕の執行率を 90％以上 

③管理体制を 1 学期末までに構築し、低

学年へタブレット配付の完了。スムー

ズに故障対応ができる。 

   

  

5 

○ＩＣＴのスキルが向上し、日常的に授業で活用

できる教職員が増えている。 

○市の職場環境についての意識調査では、「職場

の教職員の協働体制」における肯定的な回答の

割合が 91％と市平均と比べ高い。 

●研修を通して「自律的に学び続ける力」「新た

な課題に対応できる力」「協働的に課題解決で

きる力」を育成し、教職員の資質向上をさらに

高めていく必要がある。 

●新たに設置した学校ＤＸ推進委員会を中心にし

た業務改善の推進が課題である。 

・教育実践の質

にこだわる教

師の育成、協

働共励の組織

づくり 

①学校課題研修を活用した少人数グルー

プでの公開授業を実施し、教師同士

の学び合いを行う。 

②教職員が主体的に学ぶ学校課題研修を

実施する。 

③協働体制の強化のために、低中高学年

に 1名ずつ副担任を配置する。教科担

任制を活用した教員間の情報共有の

強化を図る。 

④運営委員会で業務改善に関するヒアリ

ングを実施し、業務改善を提案する 

①②少人数グループの授業実践を各教員

が年３回以上実施。また、学校課題研

修を通じて、各学期 1 回、各グループ

の取組を全体で共有。 

③市の職場環境についての意識調査にお

いて、「協働体制」の項目の肯定的な

回答の割合が 90％以上 

④業務改善に関するヒアリングをもとに

業務改善策や方向性について、各学期

1回以上提案。 
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